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・中学校卒業者(見込)数 R5:19,973人 ⇒ Ｒ20:12,830人 （▲7,143人、▲35.8％）
・全日制公立高校の必要学級数 R5: 346学級 ⇒ Ｒ20:200学級 （▲146学級、▲41.7％）

〇 中学校卒業者数は15年（R5年-R20年）で約７千人減少する見込み
〇 R20年の必要学級数は200学級と見込まれ、大規模な定員の見直しが必要

本県中学校卒業者数と必要学級数の推計（全県）
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〇 R20年の中学校卒業者数は多くの地区でR5年比で半数以上の減少が見込まれる
〇 特に、南部、栗原、気仙沼・本吉地区の減少率が高い

※必要学級数の算出方法
① ② ③ ④ ⑤

中学校卒業見込者数 × 全日制進学率 ± 県内地区間出入 ± 県外流出入 －
全日制

私立高校必要定員
＝

全日制
公立高校必要定員

⇩÷４０(人)

必要学級数

減少数（人） 減少率

R5.3卒(a) R20.3卒(b) c=b-a ｃ／a

南部 1,510 663 ▲ 847 ▲56.1% 36

中部 13,468 9,730 ▲ 3,738 ▲27.8% 189

大崎 1,768 898 ▲ 870 ▲49.2% 40

栗原 513 184 ▲ 329 ▲64.1% 13

登米 652 321 ▲ 331 ▲50.8% 14

石巻 1,527 804 ▲ 723 ▲47.3% 36

気仙沼・本吉 535 230 ▲ 305 ▲57.0% 15

合計 19,973 12,830 ▲ 7,143 ▲35.8% 343

中学校卒業者数（人） R6
実学級数

本県中学校卒業者数と必要学級数の推計（全県）
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①南部地区
・中学校卒業者(見込)数 R5:1,510人 ⇒ Ｒ20:663人 （▲847人、 ▲56.1％）

南部地区

白石 7 (普6看1)

白石工 6 (工6)

角田 4 (普4)

伊具 3 (総3)

大河原産業 6 (農2商4)

蔵王 2 (普2)

村田 3 (総3)

柴田 4 (普3体1)

柴農川崎 1 (普1)

R６年度設置高校

【全日制】9校36学級

<参考＞

本県中学校卒業者数の推計（地区別）
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②中部地区
・中学校卒業者(見込)数 R5:13,468人 ⇒ Ｒ20: 9,730人 （▲3,738人、▲27.8％）

<参考＞
中部地区

仙台一 8 (普8)

仙台二 8 (普8)

仙台三 8 (普6理2)

宮城工 8 (工8)

塩釜 8 (普6商2)

仙台商 8 (商8)

仙台 8 (普8)

宮城一 7 (普5理2)

仙台三桜 7 (普7)

仙台南 7 (普7)

多賀城 7 (普6他1)

利府 7 (普5体2)

富谷 7 (普7)

名取 7 (普6家1)

仙台二華 6 (普6)

宮城農 6 (農6)

名取北 6 (普6)

仙台東 6 (普5英1)

仙台工 6 (工6)

泉松陵 6 (普6)

仙台西 6 (普6)

泉館山 6 (普6)

宮城野 6 (普5美1)

宮城広瀬 6 (普6)

泉 6 (普5英1)

黒川 5 (普2工3)

仙台向山 5 (普4英1)

亘理 4 (普2農1家1)

松島 4 (普2商2)

R６年度設置高校

【全日制】29校189学級

本県中学校卒業者数の推計（地区別）
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③大崎地区
・中学校卒業者(見込)数 R5:1,768人 ⇒ Ｒ20: 898人 （▲870人、▲49.2％）

<参考＞
大崎地区

古川 6 (普6)

古川黎明 6 (普6)

岩出山 2 (普2)

中新田 3 (普3)

松山 2 (普1家1)

加美農業 3 (農3)

古川工業 6 (工6)

鹿島台商業 2 (商2)

涌谷 3 (普3)

小牛田農林 5 (農2総3)

南郷 2 (普1農1)

R６年度設置高校

【全日制】11校40学級

本県中学校卒業者数の推計（地区別）
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④栗原地区
・中学校卒業者(見込)数 R5:513人 ⇒ Ｒ20:184人 （▲329人、▲64.1％）

<参考＞
栗原地区

築館 4 (普4)

迫桜 5 (総5)

岩ケ崎 2 (普2)

一迫商業 2 (商2)

R６年度設置高校

【全日制】4校13学級

本県中学校卒業者数の推計（地区別）
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⑤登米地区
・中学校卒業者(見込)数 R5:652人 ⇒ Ｒ20:321人 （▲331人、▲50.8％）

<参考＞
登米地区

佐沼 6 (普6)

登米 2 (普2)

登米総合産業 6 (農1工3商1福1)

R６年度設置高校

【全日制】3校14学級

本県中学校卒業者数の推計（地区別）
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⑥石巻地区
・中学校卒業者(見込)数 R5 : 1,527人 ⇒ Ｒ20:804人 （▲723人、▲47.3％）

<参考＞
石巻地区

石巻 6 (普6)

石巻好文館 5 (普5)

石巻西 4 (普4)

石巻北 4 (総4)

水産 4 (水4)

石巻工業 5 (工5)

石巻商業 4 (商4)

桜坂 4 (普4)

【全日制】8校36学級

R６年度設置高校

本県中学校卒業者数の推計（地区別）
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⑦気仙沼・本吉地区
・中学校卒業者(見込)数 R5:535人 ⇒ Ｒ20:230人 （▲305人、▲57.0％）

<参考＞
気仙沼・本吉地区

気仙沼 6 (普6)

本吉響 3 (総3)

気仙沼向洋 3 (水2工1)

南三陸 3 (普2商1)

【全日制】4校15学級

R６年度設置高校

本県中学校卒業者数の推計（地区別）
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・ 全日制課程進学者数 H21.3 20,419人 → R5.3 17,989人 （▲2,430人、▲2.4ポイント）
うち 県内公立 H21.3 15,131人 → R5.3 12,200人 （▲2,931人、▲7.4ポイント）
うち 県内私立 H21.3 5,070人 → R5.3 5,491人 （ ＋421人、＋4.5ポイント）

・ 通信制課程進学者数 H21.3 258人 → R5.3 921人 （ ＋663人、＋3.4ポイント）

【宮城県教育庁調べ】

（単位：人）

H21.3 22,092 20,419 92.4% 15,131 68.5% 5,070 22.9% 218 1.0% 598 2.7% 258 1.2% 330 1.5% 224 1.0% 263 1.2%

H22.3 22,797 21,046 92.3% 15,254 66.9% 5,549 24.3% 243 1.1% 684 3.0% 318 1.4% 251 1.1% 243 1.1% 255 1.1%
H23.3 22,003 20,381 92.6% 14,887 67.7% 5,235 23.8% 259 1.2% 577 2.6% 306 1.4% 263 1.2% 220 1.0% 256 1.2%
H24.3 22,019 20,559 93.4% 14,707 66.8% 5,604 25.5% 248 1.1% 478 2.2% 246 1.1% 248 1.1% 269 1.2% 219 1.0%
H25.3 21,780 20,245 93.0% 14,579 66.9% 5,404 24.8% 262 1.2% 475 2.2% 310 1.4% 272 1.2% 274 1.3% 204 0.9%
H26.3 22,026 20,476 93.0% 14,474 65.7% 5,758 26.1% 244 1.1% 466 2.1% 329 1.5% 266 1.2% 276 1.3% 213 1.0%
H27.3 21,752 20,174 92.7% 14,394 66.2% 5,535 25.4% 245 1.1% 516 2.4% 346 1.6% 276 1.3% 265 1.2% 175 0.8%
H28.3 21,710 20,219 93.1% 14,310 65.9% 5,612 25.8% 297 1.4% 437 2.0% 353 1.6% 265 1.2% 268 1.2% 168 0.8%
H29.3 21,576 19,926 92.4% 14,238 66.0% 5,399 25.0% 289 1.3% 430 2.0% 446 2.1% 272 1.3% 324 1.5% 178 0.8%
H30.3 20,998 19,445 92.6% 13,879 66.1% 5,277 25.1% 289 1.4% 394 1.9% 441 2.1% 276 1.3% 287 1.4% 155 0.7%
H31.3 20,765 18,990 91.5% 13,560 65.3% 5,125 24.7% 305 1.5% 449 2.2% 562 2.7% 278 1.3% 303 1.5% 183 0.9%
R2.3 19,930 18,222 91.4% 12,839 64.4% 5,126 25.7% 257 1.3% 358 1.8% 612 3.1% 272 1.4% 294 1.5% 172 0.9%
R3.3 19,235 17,519 91.1% 12,306 64.0% 4,941 25.7% 272 1.4% 338 1.8% 667 3.5% 302 1.6% 257 1.3% 152 0.8%
R4.3 19,761 17,951 90.8% 12,188 61.7% 5,464 27.7% 299 1.5% 301 1.5% 771 3.9% 286 1.4% 285 1.4% 167 0.8%
R5.3 19,973 17,989 90.1% 12,200 61.1% 5,491 27.5% 298 1.5% 345 1.7% 921 4.6% 276 1.4% 291 1.5% 151 0.8%

▲ 2,931 421 80 ▲ 1120.4% ▲0.4%▲7.4% ▲1.0% 3.4%
増減

(R5-H21)
▲ 2,119 ▲ 2,430 ▲ 253 663 ▲ 54 67

定時制 通信制 高等専門学校 特別支援学校 その他

▲0.1%

計 県内公立 県内私立 県外

▲2.4% 4.5% 0.5%

卒業年月 中卒者数
全日制

本県中学校卒業者の進路状況（H21.3～R5.3卒業生・県全体）
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本県中学校卒業者の進路状況（R5.3卒業生・地区別）

南部 78 30 38.5% 0 0.0% 8 10.3% 40 51.3%

中部 702 107 15.2% 7 1.0% 112 16.0% 476 67.8%

大崎 44 7 15.9% 0 0.0% 10 22.7% 27 61.4%

栗原 18 1 5.6% 0 0.0% 8 44.4% 9 50.0%

登米 27 1 3.7% 0 0.0% 19 70.4% 7 25.9%

石巻 39 10 25.6% 0 0.0% 9 23.1% 20 51.3%

気仙沼 13 1 7.7% 0 0.0% 1 7.7% 11 84.6%

計 921 157 17.0% 7 0.8% 167 18.1% 590 64.1%

（単位：人）

地区
通信制

進学者数 県内公立 県外公立 県内私立 県外私立

（単位：人）

南部 1,510 1,372 90.9% 1,218 80.7% 137 9.1% 17 1.1% 10 0.7% 78 5.2% 18 1.2% 21 1.4% 11 0.7%

中部 13,468 12,072 89.6% 7,246 53.8% 4,641 34.5% 185 1.4% 186 1.4% 702 5.2% 224 1.7% 195 1.4% 89 0.7%

大崎 1,768 1,615 91.3% 1,187 67.1% 400 22.6% 28 1.6% 55 3.1% 44 2.5% 13 0.7% 21 1.2% 20 1.1%

栗原 513 460 89.7% 400 78.0% 32 6.2% 28 5.5% 11 2.1% 18 3.5% 6 1.2% 10 1.9% 8 1.6%

登米 652 593 91.0% 533 81.7% 49 7.5% 11 1.7% 10 1.5% 27 4.1% 5 0.8% 14 2.1% 3 0.5%

石巻 1,527 1,378 90.2% 1,197 78.4% 165 10.8% 16 1.0% 68 4.5% 39 2.6% 6 0.4% 23 1.5% 13 0.9%

気仙沼 535 499 93.3% 419 78.3% 67 12.5% 13 2.4% 5 0.9% 13 2.4% 4 0.7% 7 1.3% 7 1.3%

計 19,973 17,989 90.1% 12,200 61.1% 5,491 27.5% 298 1.5% 345 1.7% 921 4.6% 276 1.4% 291 1.5% 151 0.8%

地区 中卒者数
全日制

定時制 通信制 高等専門学校 特別支援学校
計 県内公立 県内私立 県外

その他
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○R5.3卒業生 （単位：人）

南部 中部 大崎 栗原 登米 石巻 気仙沼

南部 1,218 962 255 1

中部 7,246 235 6,943 52 1 1 14

大崎 1,187 5 83 1,043 7 4 45

栗原 400 15 59 297 28 1

登米 533 1 14 24 42 416 35 1

石巻 1,197 2 81 16 2 1,095 1

気仙沼 419 1 5 1 12 5 395

計 12,200 1,206 7,396 1,196 347 463 1,195 397

中
学
校
所
在
地

進学者数

高校所在地

・ 第３期県立高校将来構想では、南部、中部、大崎、栗原、登米、石巻、気仙沼・本吉の７つの地区に分け、学校配置を検
討している。

・ R5.3卒業生の全日制公立高校の地区間出入状況を見ると、県全体では大部分（91.4％）が地区内の高校に進学している傾向
にある。

・ 地区別の状況としては、南部地区、栗原地区、登米地区は他地区に比べ地区内進学率が低い。南部と中部地区、栗原と登
米地区はお互いの出入りが多い状況となっている。

⇒ 一定の地区間の流動が認められるが、大部分の生徒が地区内の高校へ進学している状況があり、一定の地域的なまとまり
の中で学校配置を考える必要がある。

（単位：人）

差
（A－B）

南部 962 (79.0%) 244 (20.2%) 256 (21.0%) ▲ 12

中部 6,943 (95.8%) 453 (6.1%) 303 (4.2%) 150

大崎 1,043 (87.9%) 153 (12.8%) 144 (12.1%) 9

栗原 297 (74.3%) 50 (14.4%) 103 (25.8%) ▲ 53

登米 416 (78.0%) 47 (10.2%) 117 (22.0%) ▲ 70

石巻 1,095 (91.5%) 100 (8.4%) 102 (8.5%) ▲ 2

気仙沼 395 (94.3%) 2 (0.5%) 24 (5.7%) ▲ 22

計 11,151 (91.4%) 1,049 (8.6%) 1,049 (8.6%) 0

流出数【B】
及び各地区中学生の進
学者数に占める割合

地区内進学者数
及び各地区中学生の進
学者数に占める割合

流入数【A】
及び各地区高校に占め

る割合

【全日制高校への進学者の地区間流出入の状況（公立）】

本県中学校卒業者の進路状況（地区間の流出入の状況）



14★は地域進学重点校

学級数 計
学
校
数

学校名
学
校
数

学校名
学
校
数

学校名
学
校
数

学校名
学
校
数

学校名
学
校
数

学校名
学
校
数

学校名

8 7 7 仙台第一（普）

仙台第二（普）

仙台第三（普6、理2）

工業（工）

仙台※（普）

仙台商業※（商）

塩釜（普6、商2）

7 8 1 ★白石（普6、看1） 7 宮城第一（普5、理2）

仙台三桜（普）

仙台南（普）

多賀城（普6、他1）

名取（普6、家1）

富谷（普）

利府（普5、体2）

6 20 2 白石工業（工） 11 仙台二華（普） 3 ★古川（普） 2 ★佐沼（普） 1 ★石巻（普） 1 ★気仙沼（普）

大河原産業 泉（普5、英1） ★古川黎明（普）

（農２、商４） 泉松陵（普） 古川工業（工）

泉館山（普）

仙台西（普）

宮城広瀬（普）

仙台東（普5、英1）

宮城野（普5、美1）

仙台工業※（工）

名取北（普）

農業（農）

5 6 2 仙台向山（普4、理1） 1 小牛田農林（農2、総3） 1 迫桜（総） 2 ★石巻好文館（普）

黒川（普2、工3） 石巻工業（工）

4 10 2 ★角田（普） 2 松島（普２、商2） 1 ★築館（普） 5 石巻北（総）

柴田（普3、体1） 亘理（普2、農1、家1） 水産（水）

石巻商（商）

桜坂※（普）

石巻西（普）

3 8 2 村田（総） 3 涌谷（普） 3 本吉響（総）

伊具（総） 中新田（普） 気仙沼向洋（水2、工1）

加美農業（農） 南三陸（普2、商1）

2 8 1 蔵王（普） 4 岩出山（普） 2 ★岩ケ崎（普） 1 登米（普）

松山（普1、家1） 一迫商業（商）

南郷（普1、農1）

鹿島台商業（商）

1 1 1 柴田農林川崎校（普）

学校数
計

68 9 29 11 4 3 8 4

学級数

計
343 36 189 40 13 14 36 15

学級数

平均
5.0 4.0 6.5 3.6 3.3 4.7 4.5 3.8

石巻地区 気仙沼・本吉地区

登米総合産業
（農1、工3、商1、福1）

南部地区 中部地区 大崎地区 栗原地区 登米地区

学校の配置状況
○ 学校規模別の配置状況（令和６年度・全日制（募集定員ベース））
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南部地区 中部地区 大崎地区 栗原地区 登米地区 石巻地区
気仙沼・
本吉地区

普通 16 140 22 6 8 19 8 219 (63.8%)

農業 2 7 6 1 16 (4.7%)

工業 6 17 6 3 5 1 38 (11.1%)

商業 4 12 2 2 1 4 1 26 (7.6%)

水産 4 2 6 (1.7%)

体育 1 2 3 (0.9%)

英語 2 2 (0.6%)

家庭 2 1 3 (0.9%)

看護 1 1 (0.3%)

理数 4 4 (1.2%)

美術 1 1 (0.3%)

総合 6 3 5 4 3 21 (6.1%)

福祉 1 1 (0.3%)

災害 1 1 (0.3%)

探究 1 1 (0.3%)

36 189 40 13 14 36 15 343 (100.0%)

(44.4%) (74.1%) (55.0%) (46.2%) (57.1%) (52.8%) (53.3%)

（単位：学級）

計
(県全体の学級数に占める割合）

計
（各地区における

普通科の割合）

・県全体で見ると、343学級のうち、普通科が占める割合は63.8%、専門学科等が占める割合は36.2%。
・地区別で見ると、中部地区では普通科が74.1%を占めているが、その他の地区では普通科と専門学科等の占める割合は
ほぼ等しくなっている。

学校の配置状況
○ 学科別の配置状況（令和６年度・全日制（募集定員ベース））
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※七ヶ宿町、山元町、七ヶ浜町、大郷町、大衡村、女川町の６市町村は全日制高校は配置されていない。
※七ヶ宿町は定時制高校あり。

市町村 学校数 学級数

仙台市 19 128

石巻市 7 32

大崎市 6 24

登米市 3 14

白石市 2 13

栗原市 4 13

名取市 2 12

気仙沼市 3 12

塩竈市 1 8

利府町 1 7

富谷市 1 7

美里町 2 7

岩沼市 1 7

市町村 学校数 学級数

多賀城市 1 7

大河原町 1 6

大和町 1 5

松島町 1 4

東松島市 1 4

柴田町 1 4

亘理町 1 4

角田市 1 4

涌谷町 1 3

色麻町 1 3

丸森町 1 3

加美町 1 3

南三陸町 1 3

村田町 1 3

蔵王町 1 2

川崎町 1 1

総計 68 343

・全日制公立高校（68学校343学級）は令和６年度募集定員ベースで、29市町に配置している。

学校の配置状況
○ 市町村別の配置状況（令和６年度・全日制（募集定員ベース））



農業科の配置状況（R6） ７校16学級

・南部地区に１校２学級、中部地区に２校７学級、大崎地区に３校６学級、登米地区に１校１学級を設置。
・県全体の学級数（343学級）のうち、農業科が占める割合は4.7%である。
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R6年度 ７校16学級
南部 大河原産業 ２（農２商４）
中部 亘理 １（農１）

農業 ６（農６）
大崎 加美農業 ３（農３）

小牛田農林 ２（農２総３）
南郷 １（農１普１）

登米 登米総合産業 １（農１工３商１福１）

このほか、
○総合学科において農業の学びを実施

・伊具（農学）
・迫桜（アグリビジネス）
・石巻北（食農）
・本吉響（人間環境）

○普通科の類型として農業の学びを実施（R6～）
・亘理（園芸類型）

学校の配置状況



工業科の配置状況（R6） ８校38学級

・栗原地区以外のすべての地区に設置されている。
・県全体の学級数（343学級）のうち、工業科が占める割合は11.1%である。
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R6年度 ８校38学級
南部 白石工業 ６（工６）
中部 工業 ８（工８）

市立仙台工業 ６（工６）
黒川 ３（工３普２）

大崎 古川工業 ６（工６）
登米 登米総合産業 ３（工３農１商１福１）
石巻 石巻工業 ５（工５）
気仙沼 気仙沼向洋 １（工１水２）

このほか、
○総合学科において工業の学びを実施

・村田（自動車・機械）
・伊具（機械）
・迫桜（エンジニアリング）
・本吉響（産業情報）

学校の配置状況



商業科の配置状況（R6） ９校26学級

・すべての地区に設置されている。
・県全体の学級数（343学級）のうち、商業科が占める割合は7.6%である。
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R6年度 ９校26学級
南部 大河原産業 ４（商４）
中部 市立仙台商業 ８（商８）

塩釜 ２（商２普６）
松島 ２（商２普２）

大崎 鹿島台商業 ２（商２）
登米 登米総合産業 １（商１農１工３福１）
栗原 一迫商業 ２（商２）
石巻 石巻商業 ４（商４）
気仙沼 南三陸 １（商１普２）

このほか、
○総合学科において商業の学びを実施

・村田（商業実践）
・小牛田農林（情報ビジネス）
・迫桜（情報ビジネス）
・石巻北（経情）
・本吉響（産業情報）

学校の配置状況



総合学科の配置状況（R6） ６校21学級27系列

・すべての地区に設置されている。
・県全体の学級数（343学級）のうち、総合学科が占める割合は6.1%である。
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村田

小牛田農林

伊具

本吉響迫桜

石巻北

R6年度 ６校21学級 27系列

南部 村田 ３ ４ 言語・
自然科学

介護福祉 商業実践 自動車・
機械

南部 伊具 ３ ４ 農学 機械 情報 福祉

大崎 小牛田
農林

３ ４ 自然科学 人文社会 情報
ビジネス

健康福祉

栗原 迫桜 ５ ６ 人文国際 自然科学 福祉教養 情報
ビジネス

エンジニア
リング

アグリビジ
ネス

石巻 石巻北 ４ ５ 食農 家庭 経情 教養 進学

気仙沼 本吉響 ３ ４ 進学教養 産業情報
（商・工）

人間環境
（福・家・
農）

生活表現
（音・美）

※迫桜高校は令和７年度から４学級校となり、人文国際系列と自然科学系列を統合し、「人文社会系列」となる。

学校の配置状況
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大崎地区
★古川、★古川黎明、
岩出山、松山、
古川工業、古川工業（定）、
鹿島台商業、

田尻さくら（定）、
中新田、加美農業、
涌谷、南郷、小牛田農林

※松山、鹿島台商業、南郷は
令和９年に大崎東部ブロック
職業教育拠点校として統合
予定

中部地区（仙台市以外）
塩釜、名取北、農業、
多賀城、貞山（定）
名取、名取（定）、
富谷、亘理、松島、利府、黒川、
美田園（通信）

南部地区
★白石、白石・七ヶ宿校、
白石工業、
★角田、蔵王、
大河原産業、
村田、柴田、
柴田農林・川崎校、
伊具

気仙沼・本吉地区
★気仙沼、気仙沼（定）、
本吉響、

気仙沼向洋、
南三陸

登米地区
★佐沼、佐沼（定）、
登米、登米総合産業

栗原地区
★築館、迫桜、

★岩ケ崎、一迫商業

中部地区（仙台市）
【太白区】
仙台三桜、仙台向山、仙台南、
仙台西
【若林区】
仙台第一、仙台二華、仙台東
【青葉区】
仙台第二、宮城第一、工業、
第二工業（定）、宮城広瀬
市立仙台
【宮城野区】
仙台第三、宮城野、
市立仙台工業、
市立仙台工業（定）、
市立仙台大志（定）
【泉区】
泉、泉館山、泉松陵、

市立仙台商業

※ 赤字は総合学科や産業高校、
職業教育拠点校へ再編予定の高校

石巻地区
★石巻、★石巻好文館、
石巻北、

石巻北・飯野川校（定）、

水産、
石巻工業、

石巻商業、
石巻西、東松島（定）、
市立桜坂

専門学科の再編状況

これまで、各地区の専門学科を
総合学科や産業高校として再編
してきた。

学校の配置状況
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中部地区（仙台市）

【青葉区】

第二工業（定）

【宮城野区】
市立仙台工業（定）
市立仙台大志（定）

○ 県内の公立定時制・通信制高校の配置図

※（ ）内は募集定員 ●気仙沼
・普通科（夜間）（40）

◎田尻さくら
・普通科Ⅰ部（午前）（80）
・普通科Ⅱ部（午後夕間）（40）

●佐沼
・普通科（夜間）（40）

●古川工業
・機械科（夜間）（40）
・電気科（夜間）（40）

○石巻北・飯野川校
・普通科（昼間）（40）

◎貞山
・普通科（昼間）（120）
・普通科（夜間）（40）

◎東松島
・普通科Ⅰ部（午前）（40）
・普通科Ⅱ部（午後）（40）
・普通科Ⅲ部（夜間）（40）

美田園【通信制】
・普通科（500）

●市立仙台工業
・建築土木科（夜間）（40）
・機械科（夜間）（40）

◎市立仙台大志
・普通科Ⅰ部（午前午後）（90）
・普通科Ⅱ部（午後夜間）（30）

●第二工業
・電子機械科（夜間）（40）
・電気科（夜間）（40）

●名取
・普通科（夜間）（40）

○白石・七ヶ宿校
・普通科（昼間）（40） 公立定時制、通信制高校は、栗原地区を除く地区に定時制

12校、通信制１校配置されている。
定時制12校の内訳は、
○：昼間２校、●：夜間６校、◎：多部制４校

学校の配置状況 各校とも、地区内中学校出身者が８～９割を占める。
田尻さくら高校のその割合は68.8％（R5）で、栗原地区か
ら14％、登米地区から8.0％など地区外の出身も多い。
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・４年制大学への進学の割合は、中部地区において他地区より突出して多い。
・就職する割合は、南部、大崎地区において３割強となっており、他地区よりも多い。

【宮城県教育庁調べ】

高校生の卒業後の進路状況

○ 本県高校生の卒業後の進路状況（R5.3卒業生、地区別、公立高校（全日制））
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・専門学科では、看護科を除き、就職の割合が多く、特に福祉科が就職の割合が多い。

【宮城県教育庁調べ】

高校生の卒業後の進路状況

○ 本県高校生の卒業後の進路状況（R5.3卒業生、学科別、公立高校（全日制））
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【文科省：学校基本調査】

高校生の卒業後の進路状況

○ 高校生の卒業後の進路状況【全国値】（R5.3卒業生、学科別）※私立高校、定時制、通信制含む。



○ 本県高校生の地区ごとの就職状況（ R5.3卒業生、公立高校（全日制） ）

高校生の卒業後の進路状況

・各地区とも製造業への就職が最も多いが、特に南部、大崎地区においては半数近くを占める。
・水産科を有する石巻地区は漁業への就職が一定程度ある。
・福祉科や総合学科で福祉の学びを有する登米、気仙沼・本吉地区は医療、福祉への就職割合が他地区よりも高い。
・気仙沼・本吉地区においては公務への就職割合が他地区よりも高い。

【宮城県教育庁調べ】 26
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○ 本県高校生の学科ごとの就職状況（ R5.3卒業生、公立高校（全日制） ）

・福祉科を除き、製造業への就職が多い（製造業の産業分野の内訳は不明）。
・農業科は農業、林業、工業科は建設業、水産科は漁業、福祉科は医療、福祉といった専門分野への就職が多い。
・水産科は、宿泊業・飲食サービス業の割合が他の学科よりも大きい。

高校生の卒業後の進路状況

【宮城県教育庁調べ】



○主な進学校（仙台市内）のR5.3卒業生の進路状況は、①４年制国公立大学への進学割合（44.6％）が最も高く、次い
で②４年制私立大学（34.3％）、④専修学校・各種学校（16.0％）の割合が高くなっている。全県一学区化前との比
較では、４年制大学への進学割合が＋13.31ポイントとなっており、特に４年制国公立大学の進学率が＋11.76ポイン
トと高くなっている。

○地域進学重点校のR5.3卒業生の進路状況は、 ②４年制私立大学（46.1％）が最も高く、次いで①４年制国公立大学へ
の進学割合（21.8％）、④専修学校・各種学校（18.6％）の割合が高くなっている。全県一学区化前との比較では、
４年制大学への進学率が＋5.50ポイントとなっており、４年制国公立大学の進学率が＋4.14ポイントと高くなってい
る。 28

※１ 主な進学校（仙台市内）：仙台第一高校、仙台二華高校、仙台向山高校、仙台南高校、仙台第二高校、仙台第三高校、宮城第一高校、
泉高校、泉館山高校、宮城野高校

※２ 地域進学重点校：白石高校、角田高校、古川高校、古川黎明高校、佐沼高校、築館高校、岩ヶ崎高校、石巻高校、石巻好文館高校、
気仙沼高校

○ 仙台市内の主な進学校及び地域進学重点校の進路状況

進路先 H21.3卒 H26.3卒 H31.3卒 R5.3卒
増減

(R5.3卒-H21.3卒)

①４年制国公立大学 32.9% 36.0% 38.7% 44.6% 11.76%

②４年制私立大学 32.7% 35.3% 34.1% 34.3% 1.55%

③短期大学 0.6% 1.0% 0.6% 0.5% ▲0.03%

④専修学校・各種学校 32.7% 23.0% 21.8% 16.0% ▲16.72%

⑤就職 0.4% 0.5% 0.6% 0.5% 0.10%

⑥その他（受験準備含む） 0.7% 4.1% 4.3% 4.1% 3.34%

計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% －

高等教育機関等（①～④） 98.8% 95.3% 95.1% 95.4% ▲3.44%

４年制大学（①～②） 65.6% 71.3% 72.7% 78.9% 13.31%

主な進学校（仙台市内）の進路状況

地域進学重点校の状況等

進路先 H21.3卒 H26.3卒 H31.3卒 R5.3卒
増減

(R5.3卒-H21.3卒)

①４年制国公立大学 17.7% 17.2% 16.9% 21.8% 4.14%

②４年制私立大学 44.8% 49.6% 44.8% 46.1% 1.36%

③短期大学 4.7% 3.3% 5.8% 4.7% 0.00%

④専修学校・各種学校 23.5% 23.1% 22.4% 18.6% ▲4.93%

⑤就職 7.4% 5.8% 7.2% 6.2% ▲1.20%

⑥その他（受験準備含む） 1.9% 1.1% 2.9% 2.5% 0.64%

計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% －

高等教育機関等（①～④） 90.7% 93.1% 89.9% 91.3% 0.57%

４年制大学（①～②） 62.5% 66.7% 61.7% 68.0% 5.50%

地域進学重点校の進路状況
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地域進学重点校の状況等
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○ 地域進学重点校の進学率向上に向けた取組み
◎ 地域進学重点校ネットワーク支援事業（事業期間：R2～R4）

＜教員の指導力向上＞
・進路情報の共有

進学指導連絡協議会を実施し、模擬試験協働分析会、進学指導講演会、情報交換会等、重点校間のネットワークを形成し、連携を強化
することで、進学指導のノウハウを共有するとともに、多様化する生徒の進路に対応する。
・科目別大学入試対策講座

大学入試に対応する教科指導力向上のための、教員向け研修会を開講する。
＜生徒の学力向上＞

・重点校合同学習合宿
重点校１０校の国公立大学等への進学希望者を集めた学習合宿を実施し、進学意識及び学力の向上を図る。

◎ 進学重点校学力向上事業（事業期間：H25～H27）
＜進路指導体制の改善と向上＞

・進路指導ワークショップ
模試分析を通じた講義を通じて、指定校及び支援校との情報交換・協議により進路指導体制の改善と向上を図る。

・授業改善研修会
予備校における研修を通じて、教員の教科・進路指導力の向上を図る。

・授業構成法講座
予備校の講師を活用して、進学指導を実践的に検討し、教科・進路指導力の向上を図る。

＜生徒の志育成＞
・特別講座（各校が独自に企画）
・２年生を対象に外部講師を活用した講義などの生徒の志を育成する事業を、各校独自に企画し、実施する。

◎ 進学拠点校等充実普及事業（事業期間：H28～H31）
＜進路指導体制の改善と向上＞

・進学指導連絡協議会
各学校の現況把握と関連した講義並びに拠点校及び支援校との情報交換・協議により進路指導体制の改善と向上を図る。

・学習指導法スキルアップ研修会
予備校における研修を通じて、教員の教科・進路指導力の向上を図る。

・授業構成法講座
予備校の講師を活用して、授業改善を実践的に検討し、教科・進路指導力の向上を図る。

・重点校合同学習合宿
重点校１０校の国公立大学等への進学希望者を集めた学習合宿を実施し、進学意識及び学力の向上を図る。

地域進学重点校の状況等
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○ 不登校生徒の状況

出典：文部科学省「令和４年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」

【不登校の要因（主たる要因として多いもの）＜全国集計＞】

・ 本県の不登校生徒数は、平成２１年度以降多少の増減はあるものの増加傾向にあり、令和２年度は新型コロナウ
イルス感染症拡大の影響で一旦減少したものの、令和３年度以降、再び増加に転じている。

・ 令和４年度の本県の不登校出現率は2.85%（全国2.04％）であり、全国平均値を上回る状況が続いている。
・ 高校における不登校の要因として、全国の状況では、「無気力・不安」が最も多く、次いで、「生活リズムの乱

れ、あそび、非行」が多くなっている。小・中学校と比較すると、「無気力・不安」よりも、「生活リズムの乱
れ、あそび、非行」の割合が高い傾向にある。

＜小・中学校＞

要因 構成比※

無気力・不安 154,772 人 51.8%

生活リズムの乱れ、あそび、非行 33,999 人 11.4%

いじめを除く友人関係をめぐる問題 27,510 人 9.2%

親子の関わり方 22,187 人 7.4%

上記以外 14,814 人 5.0%

※主たる要因のため、構成比の合計値が１００％にならない

人数

＜高校＞

要因 構成比※

無気力・不安 24,223 人 40.0%

生活リズムの乱れ、あそび、非行 9,651 人 15.9%

いじめを除く友人関係をめぐる問題 5,576 人 9.2%

入学、転編入学、進級時の不適応 5,070 人 8.4%

上記以外 4,858 人 8.0%

※主たる要因のため、構成比の合計値が１００％にならない

人数

不登校生徒の状況



○ 他県における１学級規模（単独校・分校）への対応
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県（適正規模） 学級規模の例外、対応 存続の判断 校数

青森県
（４学級以上）

募集停止等により通学が困難な地域が新たに生じる
場合、「地域校」として配置

募集人員に対する入学者数の割合が２年間継続して
１／２未満となった場合は、募集停止等に向けて、
市町村等と協議

３校／43校

岩手県
（４～６学級）

他地域への通学が極端に困難な場合 入学者数が２年連続で20人以下となった場合には、
原則として翌年度から募集停止、統合を協議

10校／62校

秋田県
（４～８学級）

１学年２学級以下の学校において、入学者数が募集
定員の２／３以下の状態が２年間続いた場合、「地
域校化」や募集停止等を検討

入学者数が募集定員の１／２以下の状態が ２年間続
いた場合、募集停止を検討

２校／44校

山形県
（４～８学級）

入学者数が ２年連続して入学定員の ２／３ に満た
ない場合は、その翌年度から入学定員を 1 学級分に
減じ、更にその ２年後に分校とする

入学者数が 2 年連続して入学定員の １／２に満たな
い場合は、原則その 2 年後に募集停止

７校／44校

福島県
（４～６学級）

過疎、中山間地域において、近隣の学校への通学が
極端に困難になるなど特別の事情がある場合、本校
を設置（分校は設置しない）

入学者数が募集定員の１／２以下になるなど、教育
の質の維持が著しく困難な場合、存続を検討

６校／68校

1 学年の学級数は、都道府県が適正規模を定めており、4～8 学級としている場合が多い。
東北他県では、通学困難地域などの状況を鑑みて、また市町村等と協議して、例外として学級数を小規模校を「地域校」な

どと位置付け、適正規模以下の規模を認めている。

他県における小規模校の取扱や運営上の工夫
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○ 本県における取組事例

他県における小規模校の取扱や運営上の工夫
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○ 他県における小規模校維持のための取組事例（北海道「T-base」）

他県における小規模校の取扱や運営上の工夫
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○ 他県における小規模校維持のための取組事例
（茨城県「学校連携型キャンパス制」（令和７年度からのモデル事業）)

茨城県教育委員会「県立高等学校改革プラン実施プランⅡ期」

他県における小規模校の取扱や運営上の工夫



普通科高校の普通科改革事例
（兵庫県）
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2024年度入学 対象校
県立御影高等学校 総合人間系 → 文理探究科
県立八鹿高等学校 自然科学系 → 文理探究科
県立柏原高等学校 自然科学系 → 地域科学探究科
県立篠山鳳鳴高等学校 自然科学系 → STEAM探究科（単位制）
県立明石高等学校 理数探究類型 → STEAM探究科（単位制）
県立姫路飾西高等学校 自然科学系・国際文化系 → STEAM探究科（単位制）
県立豊岡高等学校 理数科 → STEAM探究科（単位制）

2025年度入学 対象校
県立神戸鈴蘭台高等学校 国際文化系 → 文理探究科
県立津名高等学校 自然科学系 → 文理探究科
県立淡路三原高等学校 自然科学系 → 文理探究科
県立尼崎高等学校 総合人間系 → 地域科学研究科
県立川西緑台高等学校 自然科学系 → 文理探究科
県立明石城西高等学校 国際文化系 → 文理探究科
県立北条高等学校 総合人間系 → STEAM探究科（単位制）
県立宝塚西高等学校 国際文化系 → 国際教養類型
県立相生高等学校 自然科学系 → 自然科学類型
県立赤穂高等学校 自然科学系 → 地域みらい探究類型

兵庫県では、多くの普通科に
おける新学科改編により、各高
校ごとに特色あるカリキュラム
が学べるようにし、学校の魅力
化を進めている。

他県における取組事例



福井県立高校の再編（若狭高校、若狭東高校）
若狭高校は、小浜水産と統合して平成25年に設置された。
若狭高校の職業系学科（商業科、情報処理科）については、同じく平成 25年に若狭東高校（産業技術科、生

活科学科、電子機械科、電気科）を母体とした総合産業高校に統合されている。

若狭高校
・1897年(明治30年)創立の公立の進学校。１学年８学級、３
学科（普通科4学級、文理探究科2学級、海洋科学科2学級）

・若狭地域の資源や直面する課題や疑問などを生徒自らが
課題として設定し、実験や調査、データサイエンスなどを
通して探究していく探究学習のほか、海外との連携校との
海外交を実施。

若狭東高校（総合産業高校）
・福井県の敦賀市以南の地区（嶺南地区）で唯一の総合産
業高校。農業系、工業系、商業系の３つの学科があり、学
科連携・学科横断による活動や、主体的な学びに取り組ん
でいる。

・１学年６学級（生活創造科1、地域創造科1、電気・機械
科2、ビジネス情報科2）

・営業許可を受けた調理設備等を持つ「ゆずりは会館」を
建設し、授業や実習で研究した成果物の地域の方々への販
売や、「高校生レストラン」として活用するような地域に
根ざした活動も実施。
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他県における取組事例



福井県立若狭高校のユニークな取組
若狭高校は福井県小浜市にある公立の進学校で、３学科・１学年８学級。

ＳＳＨ（R6～R10）、マイスターハイスクール（R3～R5）に指定されている。

・普通科(全日制と昼間定時制)
幅広い分野への進学を目的とし、習熟度別授業、少人数制授業、文系・理系の
コース分けを実施

・文理探究科（2年次より国際探究科と理数探究科）
国際探究科（語学力・論理的思考力を備えたグローバル社会で活躍する国際人の育成を目指す）

・徹底した英語学習と充実した国際交流で国際性を伸ばす、海外語学研修、カリフォルニアのマーセッド
カレッジの生徒との交流、ビジネスプラングランプリ（日本政策金融公庫）、マイプロジェクトアワード
等で探究の成果を発表 など

理数探究科（最先端の科学技術分野で活躍できるスペシャリストの育成を目指す）
・1年次からの充実のカリキュラムで、1年次前半には「探究の方法」を学び、1年次後半から課題設定。3
年次には論文で研究成果をまとめて、3年間かけて探究力を磨く。「高校生環境フォーラム」で日本国内・
海外生徒と研究交流し、科学技術人材に必要な国際性を養う。

・海洋科学科（若狭地域のWell-beingを実現するために、地域水産業の成長産業化に貢献できる人材を育成）
・基礎学力・専門知識の習得、大学や産業界との連携で、海洋環境や生物、食品等の研究活動を実施
若狭の特産物を使った商品開発（サバ缶など）や台湾など世界との交流も積極的に実施
※若狭高校のサバ缶はJAXAから宇宙日本食として認証されたことで有名
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他県における取組事例



専門高校の再編事例（岩手県宮古地区）
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・ 宮古商工高校と宮古水産高校をそれぞれ単独で維持
・ 同一校地内における両校の新校舎や施設設備等の一体的な整備

見直し

他県における取組事例



専門高校の再編事例（福井県：福井県立坂井高等学校） 多様なコースを有する総合産業高校

40

農業・工業・商業・家庭の４つの専門学科で多様なコースを有する。マイスター・ハイスクール指定校になったことをきっかけに、「コース単独」ではなく「コース
連携」の探究活動へシフトしたという。

○食農科学科
農業コース
食品コース

○機械・自動車科
機械コース
自動車コース

○電気・情報システム科
電気コース
情報システムコース

○ビジネス・生活デザイン科
ビジネスコース
生活デザインコース

「マイスター・ハイスクール事業（次世
代地域産業人材育成刷新事業）（R3～
R5）」を実施

他県における取組事例



専門高校の再編事例（普通科高校と専門高校との統合）

○栃木県

○島根県

※工業教育の実習施設・設備が必要であることから、新設校は江津工業高校の場所を念頭

41

日光明峰高校（普通科②） R9年度

今市工業高校（機械科、電気科、建設工学科③） 新設統合校 ※校名未定
（総合学科⑥（スポーツ、工業、福祉））

今市高校 （総合学科④）

江津高校 （普通科②） R10年度
新設統合校 ※校名未定
進学を念頭に置いた普通科系の学び①
工業教育の更なる魅力化（機械系、ロボッ
ト制御系、建築系、電気系②）江津工業高（建築・電気科、機械・ロボット科②）

総合学科の再編事例

○青森県

大湊高校 （総合学科④（人文科学、自然科学、健康福祉） R９年度 下北地区統合高 ※校名未定
（総合学科③、機械科、電気・エ
ネルギー科②）むつ工業高校（機械科、電気科、設備・エネルギー科③）

他県における取組事例



他県における特色ある学科の設置
マンガ学科（熊本県立高森高校）
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○学科改編について
・令和５年度から普通科２学級を「マンガ学科」と「普通科グローカル

探究コース」に改編（募集定員各科40人）
・マンガ学科は全国募集
・合格者数（R4：20人→ R5：69人→ R6：71人）

○マンガ学科について（学校案内から） 公立で全国初、日本で唯一
・１、２年次に２単位、３年次に４単位の「マンガ制作」の授業。
・３年間で「素描」７単位、「絵画 / ビジュアルデザイン」を４単位学

び、幅広い表現活動をとおして総合的な表現力を養う。
・グローバルに活躍していく人材育成のため、英語教育に力を入れ、

各学年で４単位と充実した学習ができます。
・放課後の時間はマンガ部の活動で制作活動に思う存分取り組める。熊

本コアミックス社に行って制作をしたり指導を受けたりすることも可。

○普通科グローカル探究コース（学校案内から）
・３年間、「南郷学」という探究活動の時間（総合的な探究の時間）が

週２時間あり、地元の課題発見・解決を目指して活動。
・２・３年次では週２時間の「グローカル・プロデュース」において、

「南郷学」を通して学んだことを、ＳＤＧs の視点から国際的、社会
的な課題の発見・解決を図る活動に発展させる。

・オンライン海外研修では実際に外国人の方々と交流し、知見を広げる。
・また、本校特設のスタジオから地域→全国→世界に向けた情報発信活

動にも取り組みます。
・ＩＣＴ 活用能力やファシリテーションスキルを身につけられる。

○高森町の全面協力
・通学支援（通学定期代金補助）

ＪＲと南阿蘇鉄道を利用するマンガ学科の生徒に対し、定期代金の
50％（年間６万円上限）を補助

・町営学生寮「たかもり時空和（ときわ）ベース」
・高森高校生を受け入れる下宿の創業を支援

他県における取組事例
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○ 主な私立高校のスクールバス（各私立高校のWEBサイトより引用）

私立高校の中には、広い地域から多くの路線のスクールバスを運行して、生徒が通学しやすい環境を整備している私立高校が
学校がある。

地区 高校名 スクールバス情報
※HP情報、広域路線ある場合着色

中部 仙台育英学園高等学
校

県内12路線/あすと長町ライン/美田園
ライン/七ヶ浜シャトル/佐沼登米シャ
トル/黒川富谷シャトル/石巻シャトル/
古川利府シャトル/仙台北環状線シャト
ル/高森向陽台シャトル/川崎シャトル/
南仙台シャトル/国府ライン
（登校）各地発6時台～高校着 多賀
城校8:00、宮城野校8:30
（下校）宮城野校発16:45、多賀城校発
17:20 各地着19時頃

中部 仙台大学附属明成高
等学校

県内7コース（吉岡/鶴巣/塩釜高砂/七
郷/名取/秋保/古川）
（登校）各地発6時台～高校着8:15
（下校）学校発16:05

中部 宮城学院高等学校
県内3 系統/成田明石台線、愛子吉成線、
古川大和線

中部 仙台白百合学園高等
学校

県内7路線/仙台駅から約40分/旭ヶ丘
駅から約35分/泉中央駅から約25分/本
塩釜駅から約65分/愛子駅錦ケ丘から
約55分/富谷明石南から約50分/古川駅
から約85分

地区 高校名 スクールバス情報
※HP情報、広域路線ある場合着色

大崎 大崎中央高等学校
5路線：石巻/登米/栗原/泉中央/加
美路線

大崎 古川学園高等学校

6ルート:仙台方面、石巻方面、加美
方面、登米方面、栗原方面
各地発6時台学校着7:50

学校発18:00/19:30

気仙沼 東陵高等学校
東陵高校・志津川ベイサイドアリー
ナ間を８１人乗りの無料スクールバ
スが運行

私立高校の取組等



公立高校と私立高校（全日制）の学費負担の比較（令和３年度子供の学習費調査の結果（文部科学省））
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○ 高校での学習費総額を見ると、公立高校では約51万３千円、私立高校では約105万４千円となっている。

○ 学習費のうち学校教育費（入学金等、授業料、修学旅行費等、学校納付金等、通学関係費など）を見ると、公立
高校が30万９千円、私立高校が75万円で、差額は約44万円となっている。

※授業料実質無償化補助分は控除されている
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学校教育費 学校外活動費

51.3

105.4

(万円)

出典：令和３年度子供の学習費調査（文部科学省）

私立高校の取組等
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私立高校の取組等
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教職員定数の算定方法


